






【要約】血液を介して感染する感染症として B型肝炎ウイルスがあり、その血清疫学的調

査が為されている検体の、HTLV-1 にたいする抗体検査を、PA 法でスクリーニング後、ELISA

法・吸収確認 ELISA 法、を行ない検査法の特徴を検討した。血液を介する感染症のうち B

型肝炎の感染率は年々減少しているが、HTLV-1 の感染率も近年の低下が観察されている。

母乳感染が主径路とされているが、哺乳率の違いだけではなく、B 型肝炎との関連をみる

ための中間報告である。


